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現状の課題と目指すべき姿

▐ 現状の課題
自然災害、食、安全保障に対する安心・安全な社会、国土の維持。

経済成長の低下や格差の広がりと、本格的な少子高齢化社会の到来に向け
た国際競争力の維持・強化。

地球温暖化等の環境問題。

主要経済大国の地位と責任に対応した国際貢献。

▐ 必要とされる社会インフラ向けICT基盤

自然災害、安全保障危機に耐えうる強固なICT基盤。

• 予測不能な故障に対しても、システム全体として自律的な復旧を可能とす
るディペンダブル性。

• 多大な災害に対しても、システム基幹部分を守り抜く安全性。

多元的な社会サービスに対応可能な柔軟性

• 多様な社会インフラのニーズに対応した処理の実行

上記の強固かつ柔軟なICT基盤上において、人としての視点に連携した利活

用技術の発展。
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人と地球にやさしい情報社会のイメージ

インフラ、サービスの末端を人々
が動的に分担して状況対応

分散リソース管理、ダイナミックＳＣＭ
により大規模集約と同じだけの効率

化を達成

実世界の状況を常にモニタ
して再計算→最適化

情報、人・社会レイヤーとの機能分担でサス
テイナブル、フレキシブルなインフラを実現

人と人との関係性の中で新たな
価値を創造

社会資源、機能の分担・融通
システム

◎強固なICT基盤

②高度な情報処理

①実世界の現状把握

③実世界への働きかけ

◎強固なICT基盤をベースとし、

① 実世界の情報から現状を把握し、
② 高度な情報処理を行い、
③ さらにその結果を実世界にフィードバックすることにより

人と地球にやさしい情報社会を実現する
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C&Cクラウドにより実現される社会インフラ基盤
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NECは「C&Cクラウド」において、IT・ネットワーク共通プラットフォーム、ミッションクリ
ティカル＆リアルタイム、ユビキタステクノロジー、グリーンテクノロジーの4つのコ

アテクノロジーを強みとし、豊かな個人生活、安心・安全な社会、地球にやさしい社
会の実現を目指しています。

データセンタ

端末・デバイス

ネットワーク

セキュリティ POS Mobile MediaRFID

ライフログ 行動分析 翻訳

マルチモーダル指紋認証 RFID技術 センサー技術

顔認識 音声認識

Backhaul
Core

Access

無線インフラ
放送網 衛星通信

Programmable
Flow

光インフラ

有線インフラ
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C&Cクラウドが提供する技術

▐ 無線インフラ

アクセス、コア、モバイルバックホールを含めたトータルなインフラの提供。

▐ 有線インフラ

次世代インターネットとして発展しつつある、Programmable Flow技術の提供。

▐ 光トランスポート

通信、放送のインフラを支える、大容量長距離伝送技術の提供。

▐ 放送網

マルチモーダルナな放送通信機器、画像処理。

▐ 衛星通信

対放射能に優れた通信機器。

▐ 端末

高度セキュリティ向けマルチモーダル、指紋認証。RFID。低消費型センサー技術等々。

▐ クラウド

強固、柔軟な社会インフラ上において実現される認識、行動分析、等々。
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ＮＥＣグループビジョン2017

人と地球に
やさしい
情報社会

人と地球に
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持続可能な社会の進展

人
間
の
創
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性
・活
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共創力支援

理解力・
表現力支援

2017

2010

世界の知の
活用支援

無停止
社会基盤システム

自律システム管理

地球規模
エコシステム制御

2010 2017

エネルギー・
自律分散

エネルギーの
情報化

障害予測・回避

エネルギー・
ハーベスト/ストレージ

2012

2012

Beyond C&Cクラウドに向けた研究開発の基本方針

C&Cクラウド

環境・エネルギー

▐ グループビジョン2017実現に向け、3つの長期研究ビジョンに基づいた技術開発を強化

V2012
（中期経営計画）

拡張性・
品質管
理

情報収集支援

Ｃ＆Ｃで
実現されて
きた社会

Ｃ＆Ｃで
実現されて
きた社会
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個々の研究開発テーマ

強固なICT基盤

センサセンサ
ケータイケータイカメラカメラ パソコンパソコン 情報家電情報家電

自動車自動車

情
報

活
用

シ
ス

テ
ム

情
報

活
用

シ
ス

テ
ム

エコロジー制約エコロジー制約高
速
共
有D

B

行動心理学行動心理学

インセンティブインセンティブ

現
状

把
握

高度な情報処理

端末系基盤 ネットワーク基盤 データセンタ基盤 ネットワーク基盤 端末系基盤

働
き

か
け

実
世

界
機

器
制

御

Ｍ２Ｍ通
信

・分
析

・制
御

ＡＰＩ

社会
インフラ

社会
インフラ

標
準

規
格標
準

規
格

標
準

規
格

標
準

規
格

(標
準規

格

(標
準規

格

(標
準

規
格

(標
準

規
格

情報社会
サイクル

⑱マルチプリンシパル対応
⑲プライバシー保護

⑯社会インフラ協調利用

⑮Consumerized NW

①人間/システム連携技術
②行動心理学/インセンティブ理論

③新世代NW
④フォトニックNW
⑤次世代ワイヤレスNW

⑦ネットワークロボット
⑥センサーNW

⑧Internet of Things

⑨高速世界情報格納
⑩ネットワーク仮想化
⑪高効率データ管理

⑫リアルタイム
実世界情報演算

⑬大規模データ処理

⑭クラウド間連携
（インタークラウド）

⑰クラウド端末協調制御

強固強固 柔軟柔軟 エコエコ
インフラ最適化管理 ← エコロジー要求、性能要求、安全度要求、etcインフラ最適化管理 ← エコロジー要求、性能要求、安全度要求、etc

スマート
グリッド

スマート
グリッド

強固なICT基盤をベースとし、実世界の情報から現状把握、高度な情報処理、実世界へ

の働きかけにより、人と地球にやさしい情報社会を実現するためには多くの研究開発
が必要である。

実
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情

報
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集
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ＡＰＩ
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産学官オープンイノベーションの促進

▐ 産・学の役割

各種社会インフラ活動を支えるICTインフラ技術の提供。

ICT技術と連携する、人の視点、エコロジー等の新規技術領域の開拓。

▐ 官の役割

多様な社会サービスプロバイダーとICT業界の連携や共同事業促進。

▐ 産学官のオープンイノベーションを活性化させる場の構築

研究箇所の１局集中は、参画組織の防災の観点からも不適切。⇒ 国内に
おいて分散された研究拠点を相互連携しつつ、役割分担する仕組が必要。

• 例：けいはんな・YRPを相互連携の中心として有効活用
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基礎研究 応用／実用研究 量産化・実用化 ビジネス化

研究成果の早期事業化への促進

▐ 社会インフラを支えるクラウド技術は、研究成果から事業化のサイクルが短く、
スパイラルに連携しつつ発展していく傾向がある。従来のウォーターフォール的な
R&Dのタイムフェーズ管理が適合しない場合がある。

▐ 従来の基礎研究⇒プロトシステムへの研究投資だけではなく、今後は、プロトシ
ステム⇒実用化のフェーズにおける投資も合わせて考慮すべきと考えられる。

▐ 米国は国防費、ベンチャー資本等を利用しているが、わが国においては、助成金
制度（国が実用化に向けて一定の研究費を助成する方策）の施策等も期待され
る。

▐ また、海外企業の参画、海外企業との連携も望ましい場合がある。

事業化フェーズ

開
発
投
資

研究委託 助成・補助
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まとめ

▐ 今後の国家的課題を克服するためには、人と地球にやさしい情報社会
の実現を目指した、広範囲な技術連携・事業連携を可能とする、新たな
社会インフラストラクチャーが必要となる。

自然災害・防衛に関しては従来よりも格段に強固であり、膨大なセンサー情
報やM2M通信を格納・収集する高効率な社会インフラ技術。

人の視点で、上記社会インフラ技術と連携するシステム技術。

多様な社会サービスプロバイダーとICT業界の連携、共同検討。
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